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高齢者無料職業相談
高齢者に向く仕事の求人・求職

についてのご相談がありました
ら、お申出ください。社会福祉協
議会の専門相談員がおうけしま
す。相談日は毎月第四火曜日/午
前10時～午後3時、区役所( 1階)
区民相談室。

人口調べ
( 昭和47年1 月1 日現在)

世 帯　185, 769

男　　301, 124

女　　290, 554
計　　591, 678

( 前月 より1, 579人 増)

追
わ
れ
る
学
校
建
設

四
月
に
4
小
学
校
誕
生

こ
と
し
も
間
も
な
く
新
学
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。新
入
学
児
童
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、な
に
か
と

準
備
に
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。区
立
小
学
校
も
こ
こ
数
年
、ふ
え
つ
づ
け
て
お
り
、こ
と

し
の
四
月
に
は
、新
し
い
小
学
校
が
四
校
(
花
畑
第
二
小
/
中
川
第
一
小
/
西
二
伊
興
小
/
鹿
浜
第

二
小
―
い
ず
れ
も
仮
称
)
も
誕
生
し
、全
部
で
六
十
三
校
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、今
月
は
、区
立

小
学
校
の
建
設
状
況
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

区
内
の
人
口
は
、毎
年
約
一
万
人
ず

つ
ふ
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に

伴
い
、公
園
や
図
書
館
、福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に

必
要
な
、
公
共
施
設
の
建
設
、
整
備
に

努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
と
並
行
し
て
学
校
教
育

施
設
の
建
設
が
、こ
の
数
年
来
、区
の

大
き
な
事
業
と
し
て
、ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
口
の
流
入
に
伴
う
就
学

年
齢
児
童
数
の
増
加
に
よ
る
た
め
で
す

が
、
区
で
は
、
そ
の
変
動
を
で
き
る
だ

け
正
確
に
予
測
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
学

校
校
舎
の
年
次
建
設
計
画
を
た
て
な
が

ら
、
そ
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、下
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。こ

れ
で
み
ま
す
と
、昭
和
四
十
三
年

度
か
ら
四
十
六
年
度
ま
で
、教
室
の
建

設
数
が
い
ち
じ
る
し
く
伸
び
て
い
ま

す
。ち
な
み
に
、各
年
度
別
の
学
校
建

設
数
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、四
十
一
年

か
ら
順
次
、一
校
・
一
校
・
三
校
・
二

校
・
二
校
・
四
校
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
環
七
通
り
の
北
側
の
地

域
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、ま

ず
、足
立
区
は
、東
京
二
十
三
区
で
第

二
位
の
広
大
な
面
積
(
五
三
・
二
五
平

方
㌔
)
を
も
ち
、次
の
よ
う
な
状
況
の

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。(
1
)
昭
和
三
十

八
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
、大
量
の
都
営

住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。(
2
)
土
地
区
画
整

理
事
業
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、農
業
地

域
の
急
速
な
市
街
地
化
が
進
み
、一
般

住
宅
も
た
く
さ
ん
建
設
さ
れ
た
。そ
し

て
、こ
れ
ら
の
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
、

こ
の
時
期
に
就
学
年
齢
に
達
し
た
た

め
、急
激
に
し
か
も
大
量
の
教
室
が
心

要
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

い
っ
ぽ
う
、
校
舎
の
新
・
増
築
の
ほ

か
、古
い
木
造
校
舎
の
改
築
も
進
め
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
の
ほ
か
、年
度

途
中
で
、都
住
入
居
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、学
期
途
中
で
学
級
数
の
再
編
成

を
行
な
っ
た
り
、ま
た
、新
設
校
の
施

設
が
一
応
整
う
ま
で
、母
体
校
で
同
居

授
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
も

出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、校
舎
の
建
設
に
は
少
な
く

と
も
一
年
は
か
か
る
た
め
、や
む
を
得

ず
暫
定
的
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
の
授
業

も
避
け
ら
れ
な
い
現
状
で
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、以
上
の
よ

う
な
事
情
を
よ
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

建
設
中
の
中
川
第
一
小
学
校
(
仮
称
)

小学校の教室建設状況

新入学児童

忘
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い

知
能
検
査
・
予
防
接
種
な
ど

区
教
育
委
員
会
で
は
、こ
と
し
四
月

に
入
学
す
る
児
童
の
「就
学
通
知
書
」

を
、
去
る
一
月
十
七
日
に
郵
送
し
ま
し

た
。こ

の
就
学
通
知
書
に
は
、児
童
が
入

学
前
に
済
ま
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
次
の
よ
う
な
手
続
き
が
印
刷
さ
れ

て
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
注
意
書
き
や

同
封
の
案
内
書
を
よ
く
お
読
み

に
な

り
、
そ
の
日
時
に
指
定
の
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

□
入
学
式
―
四
月
六
日
(
木
)
午
前
十
時

□
健
康
診
断
/
知
能
検
査
―
就
学
通
知

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
ジ
フ
テ
リ
ア
(
三
期
)
/
種
痘
(
二

期
)
の
予
防
接
種
―
就
学
通
知
書
に

同
封
の
「
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
診
料
―
同
封
の
問
診
票
は
、お
子

さ
ん
が
安
全
に
予
防
接
種
を
受
け
る

た
め
の
参
考
に
し
ま
す
の
で
、
接
種

種
目
ご
と
に
当
日
記
入
し
て
、
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、予
防
接
種
を
指
定
日
に
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、各
保
健
所

で
設
け
た
「整
理
日
」に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

ま
た
、万
一
こ
の
通
知
書
が
届
い
て

い
な
い
と
き
、そ
の
他
く
わ
し
い
お
問

い
合
わ
せ
は
、
次
へ
。

▽
就
学
通
知
書
、健
康
診
断
・
知
能
検

査
の
こ
と
は
…
区
教
育
委
員
会
学
事

係
(
区
役
所
五
階
)

▽
予
防
接
種
の
こ
と
は
…

足
立
保
健
所
　
八
四
〇
-
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
八
八
八
-
四
二
七
七

口
座
振
替
の
利
用
を

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

こ
の
四
月
か
ら
、保
険
料
の
納
付
方

法
が
、次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。皆

さ
ん
の
ご
都
合
の
よ
い
方
法
を
お
選
び

に
な
り
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
納
付
書
に
よ
る
納
付

納
付
書
に
よ
る
納
付
は
、今
ま
で
と

変
わ
り
な
く
、都
内
の
銀
行
・
信
用
金

庫
・
信
用
組
合
の
各
本
・
支
店
、都
内

の
郵
便
局
、足
立
農
協
(
含
支
店
)
で

で
き
ま
す
。
な
お
、
本
庁
舎
、
第
二
庁

舎
の
窓
口
で
は
、
今
ま
で
通
り
で
す
。

■
口
座
振
替
納
付

こ
の
納
付
方
法
は
新
し
く
も
う
け
た

も
の
で
、
区
内
の
金
融
機
関
(
郵
便
局

を
除
く
)
に
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
方

は
、
毎
月
自
動
的
に
納
付
で
き
ま
す
。

区
外
(
都
内
)
の
金
融
機
関
の
利
用
も
可

四
月
か
ら
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る

か
た
は
、
二
月
二
十
九
日
ま
で
に
国
民

健
康
保
険
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

国

の
児

童

手
当

申
請
を
お
早
め
に

す
で
に
何
度
か
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、本
年
一
月
一
日
か
ら
児
童
手

当
の
内
容
が
改
正
さ
れ
、
受
給
資
格
、

受
給
対
象
児
童
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。

そ
の
た
め
、
新
た
に
認
定
申
請
を
す

る
必
要
の
あ
る
か
た
で

、
三
月
の
支
払

い
を
受
け
る
に
は
、
遅
く
と
も
二
月
二

十
日
頃
ま
で
に
申
請
を
済
ま
せ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所

二
階
児
童
係
へ
。

ま
だ
間
に
合
い
ま
す

区
立
幼
稚
園
申
込
み

区
立
幼
稚
園
の
入
園
式
は
、
四
月
十

日
(
月
)
で
す
。

園
児
は
、す
で
に
募
集
し
ま
し
た
が

ま
だ
定
員
に
い
く
ら
か
の
余
裕
が
あ
り

ま
す
の
で
、入
園
ご
希
望
の
方
は
、至

急
、該
当
の
幼
稚
園
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
み
の
際
持
参
す
る
も
の
は

(
1
)
印
か
ん
　
(
2
)
幼
児
の
住
民
票
抄
本

▽
関
屋
幼
稚
園
=
千
住
関
屋
町
一
六
-
一
　
　

八
八
八
-
三
五
八
九

▽
元
宿
幼
稚
園
=
千
住
桜
木
一
丁
目
一

六
-
二
　
　

八
八
二
-
九
四
六
五

▽
江
北
幼
稚
園
=
江
北
一
丁
目
二
六
-

九
に
建
設
中
、三
月
中
旬
完
成
の
予

定
、
し
た
が
っ
て
こ
の
園
の
み
、
区

教
育
委
員
会
学
事
係
か
第
十
三
出
張

所
(
江
北
三
丁
目
三
〇
　
　

八
九
〇
-

四
二
〇
一
)
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

く
わ
し
く
は
、
学
事
係
(
区
役
所
五

階
　
　

八
八
二
-
一
一
一
一
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご 推 せ ん く だ さ い

よい行ないをした青少年

み
な
さ
ん
の
住
む
地
域

内
で
、次
の
よ
う
に
よ
い

行
な
い
を
し
た
青
少
年
が

お
り
ま
し
た
ら
、ど
し
ど

し
ご
推
せ
ん
く
だ
さ
い
。

区
で
は
そ
の
行
な
い
を
ほ

め
た
た
え
、さ
ら
に
よ
い

社
会
人
と
し
て
成
長
す
る

よ
う
は
げ
ま
し
、毎
年
賞

状
と
善
行
バ
ッ
ジ
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

推
せ
ん
対
象
―
勇
気
や
親

切
を
示
し
周
囲
を
明
る

く
し
た
　
○
公
徳
心
を
高

め
た
　
○
自
立
心
に
富
ん

だ
行
な
い
　
○
誠
実
・
責

任
・
努
力
が
認
め
ら
れ
る

行
な
い
、
そ
の
他
こ
れ
ら

に
凖
ず
る
行
な
い
、
な
ど

推
せ
ん
方
法
―
区
内
に
住

み
、ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
十
八
歳
未
満
の
青

少
年
で
、地
域
内
の
学

校
、職
場
・
団
体
な
ど
か

ら
の
推
せ
ん
者
を
、青
少

年
対
策
地
区
委
員
が
ま
と

め
て
、
区
長
あ
て
に
。

提
出
先
―
区
教
育
委
員
会

青
少
年
係

推
せ
ん
期
限
―
昭
和
四
十

七
年
三
月
一
日
ま
で
。

け
ん
賞
式
は
、三
月
二
十
二
日

区
役
所
で
行
な
う
予

定
で
す
。

掲

示

板

■
青
年
文
化
教
室

□
手
芸
(
和
紙
人
形
の
作
り
方
)
　
□
話

し
方
入
門
―
い
ず
れ
も
、二
月
十
五

日
～
三
月
二
十
三
日
毎
週
火
・
木
曜
　

□
料
理
(
冬
の
お
総
菜
)
―
二
月
十
六

日
～
三
月
二
十
四
日
毎
週
水
・
金
曜

時
間
は
い
ず
れ
も
六
時
三
十
分
～
八
時

三
十
分
　
場
所
―
区
青
年
館
(
西
新
井

大
師
前
駅
下
車
)
　
資
格
―
区
内
在
住

・
在
勤
で
二
十
五
歳
以
下
の
方
　
申
込

み
―
青
接
青
年
館
へ
(
二
月
六
日
か
ら

受
付
)
無
料
　
　
八
九
〇
-
〇
〇
六
一

■
消
費
者
教
室

日
時
―
二
月
十
七
日
(
木
)
　
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分
　
場
所
―
第

十
八
出
張
所
会
議
室
　
テ
ー
マ
―
広
告

の
み
か
た
・
P
R
の
う
け
と
り
か
た
　
講

師
―
大
谷
み
つ
子
(
消
費
生
活
コ
ン

サ
タ
ル
ン
ト
)

※
受
講
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ

。

お
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
商
工
係

■
引
揚
者
特
別
交
付
金

未
請
求
者
は
お
早
く

外
地
に
生
活
の
本
拠
地
が
あ
り
、戦

争
の
た
め
に
、引
揚
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
方
に
対
し
て
、
特
別
交
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
請
求
が
、
本
年
三
月
三
十
一
日

で
時
効
と
な
り
、
そ
の
後
は
請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援
護
係
へ

■
身
体
障
害
者
の
方
の
集
団
見
合

期
日
―
三
月
十
二
日
(
日
)
　
場
所
―

向
島
百
花
園
(
墨
田
区
)
　
申
込
み

期
限
―
二
月
二
十
九
日
　
申
込
み
先
―

足
立
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
々
長
　

百
目
鬼
(
ど
う
め
き
)
喜
一

八
八
三
-
三
七
五
四

〝
サ
ギ
〟
に
ご
注
意

最
近
、区
役
所
の
職
員
と
称
し
て
、物

を
売
り
歩
き
、
代
金
だ
け
と
っ
て
逃

げ
る
人
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
職
員
が
物
を
売
っ
て
歩
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
ご
不
審

の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
職
員
に
身
分

証
明
書
の
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

■
六
木
地
区
の
区
画
整
理

設
計
プ
ラ
ン
決
定

こ
の
ほ
ど
、
六
木
地
区
を
区
画
整
理

す
る
設
計
概
要
が
で
き
上
が
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
関
係
図
面
を
次
の
と
お
り

お
見
せ
し
ま
す
。

▽
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域

六
木
町
一
番
の
一
～
七
九
一
番
(
一

部
を
除
く
)

神
明
町
四
二
六
番
～
四
四
四
番

▽
期
間
と
場
所

二
月
八
日
か
ら
二
月
二
十
一
日
ま
で

区
役
所
三
階
区
画
整
理
係

■
区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

主
催
―
区
・
区
教
育
委
員
会
(
区
体

育
協
会
後
援
)
　
日
時
―
三
月
五
日
(

日
)
午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
雨
雪
決

行
　
場
所
―
花
畑
団
地
(
竹
の
塚
駅
前

か
ら
花
畑
団
地
行
バ
ス
終
点
下
車
)
内

周
回
コ
ー
ス
　
種
目
―
▽
女
子
(
中
学

・
高
校
生
を
含
)
▽
一
般
(
個
人
・
団

体
)
▽
高
校
・
大
学
生
▽
中
学
生
(
一

・
二
・
三
年
)
▽
壮
年
(
三
十
五
歳
・

四
十
歳
・
四
十
五
歳
以
上
)
　
資
格
―

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
　
申
込

み
―
区
教
育
委
員
会
体
育
課
(
千
住
一

丁
目
五
〇
　
一
二
〇
)
へ
直
接
又
は
往

復
ハ
ガ
キ
で
、二
月
二
十
二
日
(
火
)

で
締
切
り

■
十
六
ミ
リ
映
写
機
講
習
会

こ
の
講
習
修
了
者
は
、都
・
区
の
フ
イ

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
利
用
で
き
ま

す
。期
間
―
二
月
十
五
日
(
火
)
～
二

十
三
日
(
水
)
(
十
九
日
～
二
十
一
日
を

除
く
)
午
後
六
時
～
八
時
三
十
分
　
場

所
―
区
青
年
館
(
西
新
井
大
師
前
駅

下
車
)
　
資
格
―
一
般
区
民
　
申
込
み
―

区
教
育
委
員
会
文
化
係
(
二
月
七
日

か
ら
受
付
定
員
五
十
名
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
)

■
愛
の
献
血

二
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
八
日
(
火
)
第
七
中
学
校

▽
十
五
日
(
火
)
弘
道
第
一
小
学
校

▽
十
八
日
(
金
)
第
十
五
中
学
校

▽
二
十
三
日
(
水
)
鹿
浜
小
学
校

▽
二
十
九
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時

お
詫
び
同
和
問
題
に
つ
い
て

昨
年
部
落
解
放
同
盟

足
立
支
部
へ
回
答
し
た
文
書
中
に
、差

別
的
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
二
月
六
日
(
日
)
午
後
三
時
・
十
三
日
(
日
)

午
後
三
時
　
絵
画
教
室
《
静
物
》
二
月
十
二
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

・
二
十
六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
料
理
教
室
《
中
国
料
理
》
二
月

十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
　
生
花
教
室
《
古
流
》
二
月
十
八
日
(
金
)
午

前
十
時
　
材
料
費
二
〇
〇
円
　
ハ
サ
ミ
・
雑
布
持
参
　
文
学
教
室
《
日
本

古
典
文
学
の
系
譜
(
徒
然
草
)
》
二
月
十
八
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
　

七
宝
焼
教
室
《
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
・
ブ
ロ
ー
チ
他
》
二
月
十
八
日
(
金
)

午
後
一
時
～
四
時
　
材
料
費
五
〇
〇
円
程
度
　
折
紙
教
室
　
二
月
二
十
四

日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
陶
芸
教
室
《
素
焼
き
》
二
月
十
九
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
　
材
料
費
六
〇
円
　
手
芸
教
室
《
木
目
込
人
形
(
立
ち
び

な
)
》
二
月
二
十
二
日
(
火
)
午
後
一
時
　
材
料
費
二
五
〇
〇
～
六
五

〇
〇
円
　
目
打
・
ハ
サ
ミ
・
の
り
布
巾
持
参
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
二
月

十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
《
オ
ー
ム
》
二
月
十
日

(木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
材
料
費
四
〇
〇
円

申
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
ど
う
ぞ

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　
　
八
八
九
-
一
四
八
一

■
老
人
将
棋
大
会

二
月
十
八
日
(
金
)
午
前
十
時
　
セ
ン
タ
ー
老
人
集
会
室
　
三
十
名
　

区
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
　
申
込
み
は
十
日
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
事
務

室
へ
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)
　

昼
食
持
参

■
こ
ど
も
映
画
会

二
月
六
日
(
日
)
…
た
の
し
い
水
族
館
・
赤
い
井
戸
・
つ
ぶ
つ
ぶ
法
師

二
月
十
三
日
(
日
)
…
王
様
と
六
人
の
勇
士
・
落
し
た
桶
　
二
月
二
十

日
(
日
)
…
動
物
の
冬
眠
・
小
鬼
の
ま
つ
り
・
小
鹿
の
ぼ
う
け
ん
　
二
月

二
十
七
日
(
日
)
…
ふ
し
ぎ
な
錦
織
　
い
ず
れ
も
、午
前
十
時
か
ら
児
童

館
音
楽
室
で
二
～
三
回
上
映
し
ま
す
。

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
老
人
将
棋
大
会

二
月
十
日
(
木
)
午
前
十
時
　
セ
ン
タ
ー
老
人
室
　
五
十
名
　
区
内
在

住
六
十
歳
以
上
の
方
　
申
込
み
は
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
)

■
母
と
子
の
観
劇
の
つ
ど
い

二
月
二
十
日
(
日
)
午
後
二
時
　
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
　
東
京
こ
ど
も

劇
団
の
こ
ど
も
狂
言
「ぶ
す
」・
は
て
さ
て
な
ん
で
し
ょ
う
?
他

■
こ
ど
も
映
画
会

二
月
六
日
(
日
)
午
後
二
時
…
て
ん
ま
の
と
ら
や
ん
・
白
馬
の
王
子
　

二
月
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
…
ネ
ズ
ミ
の
よ
め
い
り
・
私
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
　
二
月
二
十
日
(
日
)
午
前
十
時
…
ゆ
か
い
な
太
陽
・
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
の
ケ
ン
　
二
月
二
十
七
日
(
日
)
午
後
二
時…
ふ
く
す
け
・
黒
い
き
こ

り
と
白
い
き
こ
り
・
田
舎
の
ネ
ズ
ミ
と
都
会
の
ネ
ズ
ミ

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
三
四
-
一
　
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
映
画
会

二
月
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分
…
こ
ど
も
映
画
「せ

む
し
の
子
馬
」　
二
月
十
八
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分
…

老
人
の
た
め
の
映
画
「お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」　
二
月
二
十
七
日
(
日
)
午

後
一
時
三
十
分
～
三
時
…
か
い
じ
ゅ
う
映
画
「キ
ン
グ
コ
ン
グ
の
逆
襲
」

(
各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
)

■ 道路に水をまかないで! 　凍ると滑ってキケン　 ■ 「米の通帳」の有効期間は、昭和47年11月30日まで延長します。



昭和47年2月5日 区 の お 知 ら せ 第255 号 ( 2)

住民税 申告書の書き方
ことしも〝住民税〟( 特別区民税・都民税個人分)

の申告時期が近づいてまいりました。みなさんが、

正しい申告をされることによって、適正な課税がな
されるよう、今月号は、都・区民税の申告と、申告

書の書き方について、ご説明します。

課 税 さ れ る人 は

□ 47年1月1日現在区内に住み、前年中( 46

年中) に所得のあった人。

ただし、非課税に該当する人は除きます。

□ 区内に事務所や事業所、家屋敷などがあっ
て、区外に住んでいる人。

申 告 が 必 要 な人 は

□ 前年中に所得があった人。

ただし、次に該当する人は除かれます。

1. 所得税の確定申告をする人

2. 前年中の所得 が給与所得だけ で、勤務 先

から区へ給与支払報告書が出された人
3. 前年中の合計所得金額が基礎控除額、配

偶者控除額および扶養控除額の合計額以下

の人
□ 事務所・事業所・家屋敷などがある人。

〔おねがい〕区から申告書が送られた人

で、無所得または上記ただし書きに該当の

ため、申告義務のない人でも、申告書裏 面

にその旨 または該当事項を記入のうえ、提

出さ れますよう、特段のご協力を お願いし

ます。

提 出 期 限と 場 所 は

提出期限は3月15日です。期限まぎわはたい
へん混み合いますから、なるべくお早めに区
役所、同第二庁舎またはもよりの出張所へお
出しください。なお、例年のとおりみなさんの
利便をはかるため、次のとおり課税課職員が
出張受付を行ないますからご利用ください。
◎ 3月9 日( 木) ・10日( 金)
場所　常東出張所・第三出張所～第十二出

張所
◎ 3月13日( 月) ・14日( 火)
場所　第十三出張所～第二十出張所・東綾

瀬出張所・東栗原出張所
※ 時間はいずれも午前9時～午後4時

計 算 の 仕 方 は

( 1) 所得金額=収入金額- ( a) 必要経費- ( b) 事業
専従者控除額

( 2) 課税標準額=所得金額- ( c) 所得控除

( 3) ( d) 算出所得割額=課税標準額× 税率

( 実際に計算する場合は、後でご説明する

算出所得割額の出し方によります)

( 4) 差引所得割額=算出所得割額- ( e) 税額控除

( 5) 特別区民税・都民税個人分=差引所得割額+
均等割額( 区600 円、都100 円)

なお、( 3) 以下は、特別区民税分と都民税個

人分とを、それぞれ計算し、それを合計し

た ものが住民税額となり ます。

( a) 必要経費とは

収入を得るために必要な経費で、次のよ

うなものが含 まれます。
販売した商品の原価、雇人費、減価償却費、

種苗代、飼糧費、固定資産 税等です。従 っ

て、生活費は必要経費とはなりませんから

ご注意ください。

( b) 事業専従者控除額とは

事業所得または不動産所得を有する事業

主と同一生計の配偶者または15才以上の親

族が、事業主のその事業に6か月以上専従

した場合に事業専従者として、次の( 1) か( 2)

のうち、いずれか少ない方 の金 額を収入金

額から差引かれ ます。

( 1) 15万円

( 2) ( 事業所得+不動産所得) ÷ ( 事業専従

者数+1)

※ 青色申告の専従者は完全 給与制 で す か

ら、支払った給与の全額が必要経費に算

入されます。

( c) 所得控除とは

次の12種類があり、これに該当する場合は

所得金額から差引くことができます。

1. 雑損控除…あなたや、あなたと同一生計

の親族のうち、46年中の各種所得の合計額
が19万5千円以下の人の資産( 家屋・家財

道具・現金など) が天災・火災・盗難など
で損害を受けた場合に控除されるもので、

計算方法は次のとおりです。

( 損害金額-保険金などでうめられた金

額) - ( 所得金額× 1/ 10)

2. 医療費控除…あなたや、あなたと同一生

計の親族のために、46年中に支払った治療

費または医薬費などがあるとき控除される

もので、計算方法は次のとおりです。

( 支払った医療費の総額-保険金でうめら
れた金 額) - ( 10 万円と合計所得金額の5%

とのいずれか少ない方の金 額)
ただし、控除 の最高限度額は100 万円です。

3. 社会保険料控除…あなたや、あなたと同

一生計の親族の国民健康保険・国民年金な

どの保険料を、46年中に支払った場合その
支払額の全額が控除 されます。

4. 小規模企業共済等掛金控除… 46年中に支

払った第1種共済掛金や心身障害者扶養

共済掛金の全額が控除 され ます。

5. 生命保険料控除… 46年中に支払った保険

料、簡易保険料があった場合控除されるも

ので、支払った保険料が1年間に
( 1) 1 万5 千円まで… 支払った保険料全額

( 2) 1万5千円をこえ4万円まで…支払った

保険料× 1/ 2+7千500円

( 3) 4万円を超えた場合… 2万7千500円

◎ 保険契約による配当金は、支払った保険
料から差引いて計算します。

◎ 一口の年間の払込額が9千円をこえるも

のは、証明書が必要です。

◎ 生存保険で5 年未満のものは対象外です。

6. 障害者控除…あなたや、あなたの控除対

象配偶者または扶養親族が障害者の場合、

1人9 万円。( 特別障害者 は11万円)

7. 老年者控除…あなたが65歳以上( 明治40
年1 月1 日以前生 まれ) で46年中の合計所

得金額が500 万円以下の場合、9 万円が控

除 されます。

8. 寡( か) 婦控除…あなたが65歳未満( 明治4

0年1月2日以後生まれ) の寡婦( 夫と死別

・離別等) で、扶養親族 または46年中の各 種

所得 の合計額が19万5 千円以下の同一生計

の子がある場合、9 万円が控除 され ます。

9. 勤労学生控除…あなたが学生で給与など
の勤労による所得があり、46年中の合計所得

金額が32万円以下で、かつ、不動産・配

当など勤労によらない所得が10万円以下の

場合、9 万円が控除されます。

10. 配偶者控除…配偶者の46年中の勤労によ

る所得の合計額が10万円( 自己の勤労によ

ら ない所得の場合は5 万円) 以下の場合、13

万円が控除さ れます。

11. 扶養控除…同一生計の親族( 配偶者を除

く) のうち、46年中の勤労による所得の合
計額が10万円( 自己の勤労によらない所得

の場合は5万円) 以下の人がいる場合控除

されます。46年中に死亡した扶養親族があ

るときは、その人も含みます。

( 1) 配偶者がいる場合… 1人目から10万円

( 2) 配偶者がいない場合… 1人目は11万円、

2人目からは10万円

12. 基礎控除… 14万円です。
※ 先般、税制調査会から答申が出ましたの

で、今年も一部の所得控除額が引上げら

れるものと思われます。

( d) 算出所得割額の出し方

別掲の速算表( 課税標準額× 税率-速算控除

額) により計算したものが算出所得割額で、

特別区民税分と都民税個人分とを別々に計算

し ます。

〔例〕 課税標準額が35万円の場合

350, 000円× 3/ 100- 1, 500円=9, 000円
…特別区民税分

350, 000円 × 2/ 100=7, 000 円

… 都民税個人分

( e) 税額控除とは

算出所得割額から控除されるもので、46年
中に配当所得があった場合に控除されます。

その控除額は

◎ 特別区民税分…配当所得金額の2. 5%
◎ 都民税個人分…配当所得金額の1. 0%
ただし、課税総所得金額、課税長期( 短期
) 譲渡所得金額の合計額が1, 000万円をこえ
る部分の配当所得金額については、この率
のそれぞれ半分です。

算出所得割額速算表

くわ しくは課 税課へ

「申告書用紙」と「申告書の手び

き」は1 月31日に発送しました

以上で住民税の申告と、その書き方の説明
は終りますが、わからないところや、くわし
いことは、お手もとへお送りした「申告書の
手びき」( 確定申告予定者および勤務先から
給与支払報告書が提出される人は、前述のよ
うに住民税の申告は必要ありませんので郵送
されません) をお読みくださるか、課税課へ
おたずねください。なお、お送りした申告書
をご覧いただけばお気付きのことと思います
が、今年から申告書は電子計算機によって打
出しましたので、ご家族内の他の方の申告書
を誤って使用することのないよう特にご注意
ください。
◎ 申告書が届かなかった方は、ごめんどうで
も区役所の第一課税係、または、第二庁舎
の第二課税係へご連絡願います。

「確定申告」を
される方へ

■ 正しい申告をお早めに
所得税の確定申告期間は2月16日～3月15日

までです。この申告をさ れるかたは住民 税と

事業 税の申告をする必要はあり ません。 確定

申告書を提出するときは、次の事項にご留意

ください。
1. 3 月15日に近づき ますと大変混み合 いま

すので、できるだけ早めに提出し てくだ さ

い。所得 税の還付を受けるかたは2 月15日

以前でも受付けており ます。

2. 確定申告書の記載に当っては、正しい計

算のもとに誤りのないよう留意し、記載 も
れ( 不動産所得や雑所得等) のない ように

してください。
3. 確定申告について来署の依頼を受けたか

たは係員がお待ちしていますので、ご多用

でも指定日時にはぜひご来署ねがいます。
4. 確定申告書は署からお送りした番 号入り

のものを必らずお使いください。控用で下
書きし、誤りのないことを確かめてから提
出用とかさねて強く書きますと複写できま
す。なお1月1日現在の住所および氏名の
フリガナは必ずご記入ください。

■ 所得税第3期分の振替
納税手続きを変更

所得税第3期分の振替納税手続きは、従来

税務署ですべて行なっていましたが、46年分

からは振替納税の利用者が振替納税用納付書

に自分で納付税額その他必要事項を記載し、

確定申告書に添えて提出していただくよう変

更になりました。

なお、税務署からお送りした振替納税用納
付書には、住所・氏名および金融機関が記載

してありますので、納付税額のみ記載してい

ただくだけで結構ですが、この納付書で直接

金融機関へは納めないで、前述のとおり確定

申告書に添えて提出してください。
従来とくらべて、第3期分の振替納税の手

続きについてお手数をおかけすることになり
ましたが、ご協力をお願いします。

■ 確定申告の説明会
区では、足立税務署・足立都税事務所と共

催で、次のとおり確定申告書の書き方につい
て説明会を開きます。ご都合のよい日に会場

へおいでくだ さい。
2月8日( 火) … 青年館( 西新井大師前駅)

2月9日( 水) … 区役所7階

2月10日( 木) … 東部区民福祉センター

( 綾瀬駅から5分)
時間はいずれも午後2時～4時

■ 口座振替
振替納税のご利用を

口座振替または振替納税とは、あなたが指

定された預金口座からあなたにかわって金融
機関が納税する制度です。

これを利用しますと、手間が省けると同時に

、納期内に必 ず納入されるので延滞の心配

がな くなります。
あなたも、この便利な制度をぜひご利用 く

ださい。

お申し込みは、区役所・税務署・都税事務
所または金融機関の窓口で簡単にできます。

■ 個人事業税の申告　2月16日～3月15日　 ■ 固定資産税第四期分　2月29日が納期限


